
【マネジメント・マーケティング対象とする区域】
富山県、石川県、福井県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県、滋賀県
【設立時期】 平成28年12月26日
【設立経緯】
区域に観光協会があるが、役割分担等をした上でＤＭＯ新設
【代表者】 勝野 哲（会長）
【常務理事・事務局長】 寺澤 大介
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 玉崎 邦夫（マーケティング部長）
【財務責任者（ＣＦＯ）】 峯田 泰幸（企画部長）
【職員数】 10人・全員常勤（正職員0人・出向9人・派遣1人）
【主な収入】 （百万円）
会費51.4、収益事業3.1、負担金63.4 （令和6年度決算）
【総支出】 （百万円）
事業費85.9、一般管理費22.9 （令和6年度決算）
【連携する主な事業者】
当機構会員の自治体・経済団体及び民間企業。上記区域内の地域連携DMO
及び地域DMO、JNTO、空港会社、他諸団体 等。

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日： 令和7年7月 1日

【主なターゲット】

英、仏、米、豪、タイ、台湾、中国、香港 ＋新興市場

【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
BtoB（旅行会社向け）、BtoC（一般消費者向け）、Btoメ
ディア（メディア向け）という３チャネルにわけて事業に取
り組む。BtoBについては、体験型をベースとした商品を
中心に海外市場において造成を働きかけ、BtoCはデジタ
ルを中心としつつ、オフラインイベントも活用し、消費者が
特に興味を示している分野に特化した取り組みを行う。

【観光地域づくりのコンセプト】
中華圏、東南アジアにつては、当地域の地勢的特徴から、
「昇龍道」と称してPR。 欧米豪市場については、日本の
中央エリアにあることを直感的にイメージしてもらうため、
「Go Central Japan」を使い認知度向上を図る。

【観光資源の磨き上げ】
・文化自然コンテンツ収集・活用
域内にある文化・自然体験コンテンツを
広く募集し、機構BtoCサイトに掲載。

【受入環境整備】
・観光中核人材育成研修
地域の観光活性化をリードする中核人
材の育成とネットワーク形成を目的とし
て当該地区の中堅職員を対象にした研
修を約9か月間にわたり実施。
・マーケティング概論（勉強会）
9県の観光新任者向け勉強会を実施

【情報発信・プロモーション】
・海外プロモ―ションの実施（2025計画）
インドネシア（7月）
タイ（11月）
米国（3月） LATAS

【その他】
・ツーリズムEXPOジャパン2025愛知・中
部北陸への9県共同ブース出展。
中央日本エリアが一体となってPRする初
の共同ブース運営を行い、広域周遊の
PRを予定。

（登録） 【広域連携DMO】一般社団法人中央日本総合観光機構 様式２

基礎情報

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組

【基礎情報】

• 形成・確立計画の記載内容と整合性のとれた形
でご記載ください。

• 「設立経緯」については、以下の選択肢から選ん
でください。

①区域に観光協会があるが、役割分担等をした上
でＤＭＯ新設

②区域の複数の観光協会が統合してＤＭＯ新設
③区域の観光協会ガＤＭＯに移行
④その他

【具体的な取組】
• それぞれのDMOにおいて最も特色があると認識
している取組についてご記載ください。

• 「観光資源の磨き上げ」等の項目は適宜編集い
ただいて構いません。

• 使用する写真は著作権者の許可を得たものを使
用してください。

• 候補か登録のどちらかを選んで、ご記載ください。
（候補DMOの申請中の団体におかれては、空欄
で構いません）

• 【登録区分】については、「広域連携ＤＭＯ」「地域
連携ＤＭＯ」「地域ＤＭＯ」の３つから選択してご記
載下さい、

• DMO名称は法人格も含めて、正式名称でご記載
下さい。

例）
（登録）【地域連携ＤＭＯ】 一般社団法人 ○○観光協会

【戦略】

• 形成・確立計画の記載内容と整合性のとれた形
でご記載ください。

【ＫＰＩ（実績・目標）】

• 形成・確立計画の記載内容と整合性のとれた形
でご記載ください。
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